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反強磁性を示す α-Mn と磁気モーメントを持たない β-Mn につき多種類の不純物を入れて磁気的性
質の研究を行なった。結品構造は共に複雑で各々 4 sites 、 2 sites に分類出来る。 α-Mn についての不
系も牧1 は、 V， Cr, Fe , Co, Ni, Ru , Re , AI, Zn で、あり β-Mn については、 Ti ， V, Cr , Fe , Co, Ni , 
Ru , Rh, Pd, Ir , AI , Si , Zu, Ga , G、e ， In, Sbである。実験は主に液体 He温度でスピンエコー法によ
るMn55の核磁気共鳴を周波数範囲 4MHz ~270MHz 、零磁場で行なった口同時に X線回折により合金
の常温での原子間距離の測定を行なった。 α-Mn合金の実験についての目的は、不純物原子が4sites
のうちどの site を占めるか、又不純物原子のまわりの Mnの磁気モーメントはどの位かを知る事等で
ある。結果は Fe原子は site 町に入り、各 site の Mn のモーメントをのばす。 Ru， Co , Ni 原子も同様
の振舞を示す。 Cr或いはV原子は site 1 か site II のうちの一つに入り、その Cell 全体の Mnの磁気
モーメントを大きく減らす。 AI原子は site 1 、 Re原子は site 1 、 site II に少なくとも入っている事
がわかった。 α-Mn合金の磁性を考える際には、 1 )不純物原子の占める site II) 平均の d- 電子の
数 回)不純物の種類による原子間距離の変化が重要で、ある。一方β-Mn合金の場合の実験の目的は






Fe , Co) 。 β-Mn合金にわける Mnの磁気モーメントは0.5μB以下であると推測出来、 Co の不純物の場












説明している。一方 α相にあっては 4 つの異る磁気をもっ原子位置があるが、不純物が周期表で Fe
の右にあるか左にあるかできわめて異るふるまいをすることを見出した。即ち、右にある場合は第 4
の位置に入りその周囲の Mnのモーメントをのぼすのに反して左にある場合は第 1 又は第 2 の位置に入
りモーメントをへらすのである。
以上の実験結果はマンガン金属の磁性についてきわめて重要な知見を与えたものである。
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